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◎豊橋市下五井町
中嶋 伸治さんのお孫さん　
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じま

 この花
か

ちゃん（4歳）［右］

 りの花
か

ちゃん（3歳）［中］

 あお花
か

ちゃん（1歳）［左］
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◎幼稚園ではどんな遊びをするの？
この花ちゃん：なわとび
りの花ちゃん：	砂場で遊びたい（4月

から幼稚園に行きます）
◎お家では何して遊ぶのかな？
この花ちゃん：絵を描く
りの花ちゃん：かくれんぼ
あお花ちゃん：絵本をみる
◎何か習い事してる？
この花ちゃん：スイミング、体操教室
◎お母さんの作る料理で何が好き？
この花ちゃん：ブロッコリーとタマゴ

のサラダ
りの花ちゃん：コーンスープ
あお花ちゃん：みそ汁

◎大きくなったら何になりたい？
この花ちゃん：ネイリスト
りの花ちゃん：パン屋さん

◦
☆お母さんに聞きました。
◎3人はどんな子ですか？
この花ちゃん：はずかしがりやさん
りの花ちゃん：元気な子
あお花ちゃん：甘えん坊

☆お母さんから3人にメッセージ
相手の立場になって考えられる優しい人
になってほしい。健康で元気に育ってね。

トトトトトトトトトト
わわわ
ト
わわわ
ト
わがががががが家家家ののののの
ピピピピピピピピピ ちちちトト

わが家のわが家の
ピピ ちちんんんちちちちちちちんんゃトトトトピトトトトピトトッ

わが家のトッピーちゃん
いつでもどこでも、みんなのJA

特集◉トッピーちゃんの仲間が増えました！
　　　新入職員紹介

トッピーのトピックス

農に生きる

スマイル▪柿の種

元気だノン！！▪農政をめぐる情報

ベジタブルライフ

お米ｄｅ健康▪お天気カレンダー

私の食育日記▪知って納得! 税金講座

グリーンアドバイス

彩色絢美▪豊橋警察署だより

女性部だより▪健康診断のご案内

人事異動▪退職者

知っ得情報▪JA共済 情報の定期便

みんなの広場▪まちがいさがし

インフォメーション▪理事会だより

ふれあい友の会▪GW案内



営農部　営農指導課

西支店　金融渉外 総務部　人事課付　㈱JAあいちエネルギー出向

所　属

座 右 の 銘
好きな言葉

3

営農指導課は、作物
の部会組織を担う中心
部署です。10年、20
年後も農業が発展でき
るように、前向きな姿
勢とチャレンジを期待
しています。

金融渉外として、明る
く爽やかなお客様対応
に努め、信頼される職
員になることを期待し
ています。

浩市郎くんは7年ほど
前からJA-SSで勤務し
ています。現在は野依
給油所で利用者のみな
さまへ笑顔を振りまい
ており、これからも元気
な仕事ぶりに期待をし
ています。

●❶	スイカ・赤や緑の服が好
きなので

●❷	テニス、読書

●❸	職員としての自覚を持っ
てがんばります！

●❶	カブ・白くて丸いから
●❷	水泳、将棋
●❸	バシバシこき使ってく
ださい

●❶	キャベツ・キャベツのよ
うに心も体もどっしりし
ているから

●❷	野球観戦、バイク
●❸	皆さまに早く顔と名前
を覚えてもらえるよう
に頑張ります！

つつみ　こういちろうおおばやし　ゆうた

さの　ゆうや

所属長コメント

●❶	自分を農産物に例えると?
　その理由は?
●❷	趣味・特技
●❸	組合員さんにひと言!

名
ふりがな

前（自筆）

新入職員紹介
平成₂9年度

トッピーちゃんの仲間が増えました！

特集
今春新たに２７人がＪＡ豊橋に
入組しました。
皆さまのお役に立てるように
精一杯頑張りますので、
よろしくお願いします。



総務部　組合員課

石巻支店

第二事業所

北支店　金融渉外

営農部　青果販売課

営農部　営農資材課

4

支店担当として、右も
左もわからない状況の中
で不安はあるとおもいま
す。とにかく解らないこ
と、気になることは諸先
輩方に聞いてください。
優しく答えてくれます。
笑顔で明るく元気な顧客
対応に心掛け、一日でも
早くお客様から信頼され
る職員になることを期待
しています。

営農渉外は組合員さ
んとの信頼関係を築く
ことが第一です。何事
にも積極的で元気な応
対とバトミントンで培
ったフットワークを業
務に活かしてもらえる
ことを期待しています。

金融渉外は、お客さま
の大事なお金をお預りす
る仕事です。早く顔と名前
を覚えてもらい、お客様の
名前と顔を覚えて「村田
君に頼めば安心できる」と
言われるように頑張ってく
ださい。

青果販売課は早朝出
勤や日曜祝日出勤と、他
の部署とは異なった出
勤体系となりますが、持
ち前のバイタリティーを
如何なく発揮し、元気よ
く頑張ってください。

当課は組合員さんの
様々な相談や対外広報を
受け持つ部署です。高校
時代のマネージャーや大
学時代のアルバイト経験
を活かし、笑顔でお客様対
応に努めてください。わか
らない事はどんどん先輩
に聞いて、まずは知ること
から始めてください。

社会人としての自覚
を持ち、一日でも早く仕
事を覚え信頼される職
員になってください。仕
事も趣味のサッカー同
様、チームワークが大切
です。しっかりサポート
しますので、失敗を恐れ
ず積極的にチャレンジ
することを期待します。

●❶	トマト・緊張すると顔が
赤くなるときがある

●●❷	四季折々の遊びを友人
と楽しむこと

●❸	何事にも笑顔で取り組
み信頼される職員を目
指します

●❶	緑茶・渋い性格だから
●●❷	カラオケ、ものまね
●❸	地域の役に立てるよう
に努力します

●❶	大葉・癖が強いです！
●●❷	サッカー
●❸	笑顔で頑張ります！

●❶	キャベツ・力強い芯があ
る

●❷	バドミントン
●❸	新人らしく明るく笑顔
で頑張るのでよろしく
お願いします

●❶	タマネギ・時に甘く、時
に辛く、変幻自在な人
間だから

●❷	スポーツ観戦、ゲーム
●❸	一生懸命頑張ります

●❶	トマト・真っ赤な色がとて
も元気なイメージだから

●❷	ご飯屋さんめぐり、写真
を撮ること

●❸	組合員さんの皆さまに信
頼される職員になれるよ
う精一杯頑張ります

むらた　ゆうき

ないとう　たかき

たかはし　あきひとみき　よしかず

なつめ　けんじ

おさだ　あや



第五事業所

東田支店　金融渉外

大津支店　金融渉外

中央支店　金融渉外

岩田支店　金融渉外

前芝支店　金融渉外

5

事業所は、組合員の皆
様と接する機会が多く、
また同時に学ぶべき事の
多い職場でもあります。
とても不安だと思います
が、自信と自覚を持って
チャレンジしてください。
大いに期待しています。

中央支店にようこそ！
新社会人としてこれから
楽しい事、苦しい事が待
ち構えています。私からは
「報・連・相」の言葉を贈り
ます。報告、連絡、相談の
コミュニケーションが大切
です。仕事を通して人間
的に大きく成長すること
を期待しています。「初志
貫徹」を忘れずに…。

金融渉外担当者は
JA豊橋と組合員、地域
利用者の皆さんとを結
ぶ大切な業務です。早
く皆さんから信頼され、
頼りにされる職員とな
ってください。

金融渉外担当者はJA
豊橋にとって組合員・地
域利用者の架け橋となる
大切な業務です。一に笑
顔。二に笑顔。笑顔を絶
やさず明るく元気にお客
様対応に努め、顔と名前
を一日でも早く覚えても
らい、信頼される職員に
なってください。

とても笑顔がステキ
ですね！早く職場に慣
れて前芝支店の顔とし
て組合員をはじめ、利
用者の方々から頼られ
る存在になることを期
待しています。

金融渉外として明る
い笑顔での顧客対応を
お願いします。お客様
に信頼される職員を目
指してください。期待
しています。

●❶	スイカ・スイカのように
体が大きいから

●❷	野球
❸	皆さまに早く顔を覚え
てもらえるように頑張
ります！

●❶	サツマイモ・辛い時でもサ
ツマイモのように耐え忍
んで成長できるから

●❷	自動車、アニメ鑑賞
❸	皆さまに信頼される職員
になれるように日々精進
します

●❶	エダマメ・素朴な所が似
ているから

●❷	温泉めぐり、麻雀
❸「この仕事は河合じゃな
きゃダメだ」と言われる
ように頑張ります

●❶	タマネギ・万能食材の
タマネギのように色々
な業務で活躍したい

●❷	スノーボード
❸	頼りにされる職員にな
ります！

●❶	梨・嫌いになることがな
い

●❷	テニス、カラオケ
❸	少しでもお役に立てる
ように精一杯頑張りま
す

●❶	キャベツ・芯があり、ど
んなときにも対応でき
るから

●❷	テニス
❸	どんな事にも笑顔で一
生懸命取り組んでいき
ます

きたに　いくみ

つきぎ　ようすけ

かわい　ゆうごみうら　まさや

ゆげ　たくや

かわい　ゆうや



石巻支店　金融渉外

第四事業所

大津支店

いなみ支店　金融渉外

共済部　共済事務課

営農部　農産課

6

金融渉外担当者はJA
豊橋にとって組合員・地域
利用者の架け橋となる大
事な業務です。笑顔で明
るく元気に顧客対応に努
め、一日でも早くお客様か
ら顔と名前を覚えてもら
い、信頼される職員になる
ことを期待しています。

第四事業所への配属、
おめでとうございます。
若いうちは失敗を恐れず
に、何事も全力で取り組
み、信頼される職員にな
れるように頑張ってくだ
さい。応援しています。

支店金融窓口として
清水さんの明るい笑顔
で対応をお願いします。
地域の方々に愛され、
信頼される職員を目指
してください。期待し
ています。

村上くんには、いなみ
支店の顔としてお客さ
まから信頼される職員
になるよう期待してい
ます。わからない事があ
ったら何でも聞き、一緒
に勉強していきましょう。

入組おめでとうござい
ます。学生時代は福祉の
勉強をされたそうで、組合
員に気配りのできる職員
になってください。またス
キルアップを図り、引き出
しの多い職員に成長する
ことを期待するとともに職
場をあげてサポートします
ので安心してください。

大木くんは中学・高校と
テニスに明け暮れ、高校で
は県大会まで出場したそ
うです。その頑張り、粘り
強さを業務に活かしてテ
ニスならぬ農産課の王子
様となれるよう期待して
います。

●❶	ミカン・ミカン粒のよう
な小さなことの積み重
ねで今の自分があるか
ら

●❷	ドライブ、写真撮影
●❸	早く一人前の職員にな
れるよう頑張ります

●❶	カブ・カブのように寒さ
に強く体が丈夫だから

●❷	野球観戦、ソフトボール
●❸	皆さまに信頼される職
員を目指し、常に笑顔
で頑張ります

●❶	柿・たまに渋い時がある
から

●❷	テニス
●❸	組合員の皆さまと共に
地域を活性化していき
たいです

●❶	トマト・感情豊かで体が
丈夫だから

●❷	旅行、料理
●❸	一日でも早く皆さまの
お役に立てるよう頑張
ります

●❶	米・いつも当たり前にあ
るが無いと物足りなく
なる存在になりたい

●❷	自然や動物に関わるこ
と

●❸	早く皆さまをサポート
できる職員になれるよ
うに頑張ります！

●❶	キャベツ・顔が丸く色白
だから

●❷	水泳、アカペラ
●❸	積極的に仕事に取り組
み、人との繋がりを大
事にします！

むらかみ　たつとし

きたがわ　あやみ

おおぎ　けいすけしみず　きょうか

ながさか　たかひろ

くろだ　しゅんき



第二事業所

営農部　畜産課

東田支店

高師原支店

西支店

岩田支店

7

入組してまだ分から
ないことばかりだと思
いますが、事業所の窓
口業務は明るく元気な
対応が大切です。早く
業務に慣れて組合員か
ら信頼されるように頑
張ってください。

畜産課は若いメンバ
ーも多く、体力と根性
で頑張ってます。鈴木
君は高校時代、野球部
で頑張っていたと聞き
ました。その根性で若
手と一緒に楽しく頑張
っていきましょう。

明るい笑顔と親切な
お客様対応を心掛け、
組合員、地域利用者の
皆さんから早く信頼さ
れ、頼りにされる職員に
なってください。

窓口業務は支店の顔
であり花だと思います。
組合員の皆様に愛され
る職員になるよう、素
敵な笑顔でお客様対応
をお願いします。期待
しています。

西支店の窓口担当者
として、明るく爽やか
なお客様対応に努め、
信頼される職員になる
ことを期待しています。

窓口担当は『支店の
顔』です。笑顔でお客
様を迎え、明るく元気
に接客し、一日でも早
く名前と顔を覚えても
らい、組合員・地域の
皆さんから信頼される
職員になってください。

●❶	ミニトマト・性格も見た
目もミニトマトのよう
に丸いから

●❷	読書、カラオケ
●❸	少しでも皆さまの力に
なれるよう頑張ります

●❶	トウモロコシ・イメージ
カラーが黄色で、常に
弾けているから

●❷	バドミントン
●❸	笑顔を忘れずに一生懸
命頑張ります

●❶	ネギ・体が細長いから
●❷	映画鑑賞、音楽、サッカー

●❸	新人らしく一生懸命頑張
るのでよろしくお願いし
ます！

●❶	カブ・まわりの人に色が
白いと言われるから

●❷	そろばん、電卓
●❸	皆さまに認めてもらえ
るように頑張ります

●❶	キャベツ・しっかりと芯
がある

●❷	野球
●❸	少しでも皆さまの力に
なれるように頑張りま
す

●❶	キュウリ・常に冷静だか
ら

●❷	音楽鑑賞、書道
●❸	笑顔と感謝の気持ちを
忘れず頑張ります！

たなか　わかな

しもかわ　ゆう

ささき　ふうたしらい　さき

すずき　かいと

やまうち　みさと
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T O P P Y ' S  T O P I C S
ト ッ ピ ー の ト ピ ッ ク ス

東
観
音
寺
で
畜
霊
祭

お
肉
に
な
っ
た
牛
た
ち
に
感
謝

東
海
テ
レ
ビ
で
放
送

し
て
い
る
「
ス
イ
ッ

チ
！
」
で
豊
橋
の
ス
テ

ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

リ
ポ
ー
タ
ー
の
チ
ャ

ン
カ
ワ
イ
さ
ん
が
豊
橋

を
訪
れ
、
生
産
者
の
船

井
辰
哉
さ
ん
と
花
井
正

彦
さ
ん
と
と
も
に
番
組

内
の
「
わ
が
街
ご
自
慢

め
し
！
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ

を
P
R
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
カ
ワ
イ
さ
ん
は
船
井
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
で
収
穫
体
験
を
し
た
あ
と
、

本
店
敷
地
内
の
料
理
教
室
で
生
産
者

の
船
井
早
苗
さ
ん
、
金
田
か
お
り
さ

ん
、
花
井
康
恵
さ
ん
の
指
導
で
「
ス

テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
の
塩
茹
で
」「
ナ

ム
ル
風
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
」「
ス

テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
の
か
き
揚
げ
」
を

調
理
し
、
試
食
し
ま
し
た
。
こ
の
模

様
は
3
月
15
日
に
放
送
さ
れ
、
か
き

揚
げ
は
ス
タ
ジ
オ
で
他
の
出
演
者
も

試
食
し
大
好
評
で
し
た
。

ぶ
ど
う
部
会
は
3
月
1
日
、
第
六
事
業
所
で

第
2
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
ら

約
60
人
が
出
席
し
、
全
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

設
立
3
年
目
と
な
る
平
成
29
年
度
の
目
標
と
し

て
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
と
販
売
対
策
を
重
点

に
掲
げ
て
産
地
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

ま
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
優
良
品

種
の
積
極
的
な
導
入
を
産
地
全
体
で
振
興

し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
掲
げ
ま
し
た
。

総
会
の
後
、
8
月
に
行
わ
れ
た
「
あ
い

ち
の
ぶ
ど
う
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を

行
い
、
種
な
し
「
巨
峰
」
で
農
林
水
産
大

肉
牛
部
会
は
3
月
27
日
、
小
松
原
町
の
東
観

音
寺
で
畜
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。
部
会
員
、
経

臣
賞
を
受
賞
し
た
藤
巻
淑
浩
さ
ん
ら
を
表
彰
し

ま
し
た
。
ま
た
山
本
保
一
さ
ん
が
第
18
回
全
国

果
樹
技
術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を
夫
婦
で
受
賞
し
た
こ

と
を
部
会
員
に
報
告
し
ま
し
た
。

済
連
、
J
A
職
員
ら
約
25
人
が
参
加
し
、
家
畜

の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

J
A
豊
橋
管
内
で
は
年
間
約

6
5
0
頭
の
牛
が
出
荷
さ
れ
、
食
肉

加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
畜
の
供
養

と
し
て
毎
年
畜
霊
祭
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
参
加
者
は
一
人
ず
つ
焼
香
し
、

家
畜
の
霊
に
合
掌
し
ま
し
た
。

東
観
音
寺
本
尊
の
馬
頭
観
音
菩
薩

は
あ
ら
ゆ
る
畜
生
類
を
救
う
観
音
様

と
言
わ
れ
、
境
内
に
は
「
鳥
獣
慰
霊

塔
」
や
「
う
ず
ら
供
養
之
碑
」
が
あ

り
ま
す
。

ら
ど
う
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
試
作

品
は
家
に
持
ち
帰
り
、
男
性
や
子
ど
も
の
感
想

も
聞
い
て
意
見
を
ま
と
め
、
再
度
試
作
す
る
予

定
で
す
。「
柿
果
汁
入
り
牛
乳
ゼ
リ
ー
」
は
今

年
度
中
に
商
品
化
し
、
ま
ず
は
市
内
の
学
校
給

食
に
出
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

チャンカワイさんにスティックサラダの説明をする船井さん（手前）

「子供たちがおいしく食べてくれるかしら」

農林水産大臣賞を受賞した藤巻さん

牛たちに感謝し焼香する職員（手前）

柿
部
会
女
性
向
け
研
修
報
告
会

柿
果
汁
入
り
牛
乳
ゼ
リ
ー
を
試
食

東
海
テ
レ
ビ「
ス
イ
ッ
チ
！
」に
出
演

豊
橋
の
ス
テ
ィッ
ク
サ
ラ
ダ
を
Ｐ
Ｒ

第
2
回
ぶ
ど
う
部
会
通
常
総
会

新
品
種
を
積
極
的
導
入
で
産
地
振
興

柿
部
会
は
3
月
8
日
、
第
六
事
業
所
で
女
性

向
け
研
修
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
を

は
じ
め
、
愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
、

豊
橋
市
農
業
支
援
課
、
J
A
な
ど
の
担
当
者
ら

約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

次
郎
柿
は
現
在
、
生
食
用
と
し
て
出
荷
し
て

い
ま
す
。
部
会
は
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
女

性
生
産
者
を
中
心
に
「
次
郎
」
の
加
工
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
中
央
製
乳
に

依
頼
し
て
「
柿
果
汁
入
り
牛
乳
ゼ
リ
ー
」
の
試

作
品
を
製
造
し
て
も
ら
い
、
試
食
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
白
色
で
は
な
く
柿
の
色
を
つ

け
た
方
が
い
い
の
で
は
」「
果
汁
10
％
で
は
柿

の
風
味
が
し
な
い
、
も
っ
と
果
汁
を
増
や
し
た
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第
8
回
穂
の
国
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

イ
チ
ゴ
で
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援

3
月
28
日
、
J
A
本
店
で
献
血
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
域
貢
献
の
一
環
と
、
J
A
職
員
と
し

て
大
切
な
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
高
め
よ
う
と

半
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
各

支
店
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
近
隣
住
民
に
も

協
力
を
お
願
い
し
て
地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
っ
て
い
ま
す
。

約
35
人
の
職
員
が
業
務
の
合
間
に
交

代
で
献
血
。
ま
た
本
店
近
隣
の
多
く
の

住
民
の
方
も
献
血
に
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
献
血
し
た
職
員
は
「
少
し
で
も

地
域
社
会
に
役
立
て
れ
ば
と
思
い
、
毎

年
協
力
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
も

協
力
し
て
欲
し
い
の
で
知
り
合
い
や
同

僚
に
も
声
を
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

J
A
豊
橋
は
3
月
27
日
、
本
店
で
「
普
通
救

命
講
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
各
支
店
に
設
置

し
て
あ
る
A
E
D
を
職
員
が
正
し
く
使
用
で
き

る
よ
う
に
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
新
入
職

3
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
8
回
穂
の
国
・

豊
橋
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
で
J
A
豊
橋
は
協
賛

企
業
と
し
て
イ
チ
ゴ
約
6
0
0
0
個
を
用
意
し
、

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
し
た
。

市
内
の
名
所
を
走
り
抜
け
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
は
全
国
31
都
道
府
県
か
ら
約
4
5
7
0

人
が
参
加
。
豊
橋
公
園
を
発
着
点
に
路
面
電

車
と
並
走
し
た
り
、
の
ど
か
な
豊
川
の
堤
防

を
走
る
約
21
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
力
走
し
ま
し

た
。J

A
は
約
16
キ
ロ
通
過
地
点
で
イ
チ
ゴ

「
章
姫
」を
配
り
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
し
た
。

疲
れ
が
出
て
き
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
豊
橋
特

産
の
イ
チ
ゴ
を
口
に
し
て
「
お
い
し
い
！
」

員
27
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

豊
橋
消
防
本
部
か
ら
招
い
た
4
人
の
講
師
は

「
応
急
手
当
の
必
要
性
」
や
「
胸
骨
圧
迫
（
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）」「
人
工
呼
吸
」「
A
E
D
の

使
い
方
」
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
職
員
は
講

習
用
マ
ネ
キ
ン
と
A
E
D
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生

法
を
学
び
、
講
習
終
了
後
に
は
「
普
通
救
命
講

習
終
了
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
し
た

職
員
は
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
の
は
体
力

を
使
い
、
大
変
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
実
際
に

応
急
処
置
が
必
要
な
現
場
に
居
合
わ
せ
た
時
は
、

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
率
先
し
て
行
動
し
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
元
気
が
出
た
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
走
り
だ
し
て
い
き
ま
し
た
。
な
か

に
は
立
ち
止
ま
っ
て
イ
チ
ゴ
の
味
を
堪
能
し
た

り
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に
イ
チ
ゴ
を
持
っ
て
、
走

り
な
が
ら
食
べ
る
ラ
ン
ナ
ー
も
い
ま
し
た
。

公
園
は
緑
が
多
く
吉
田
城
址
な
ど
が
あ
り
、
豊

橋
の
顔
と
い
え
る
場
所
。
豊
橋
市
民
と
し
て
豊

橋
公
園
を
キ
レ
イ
に
す
る
こ
と
に
貢
献
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ゴミを拾って清々しい笑顔の職員

献血に協力する職員

応急処置の方法を学ぶ職員

走りながらイチゴを手にするランナー

豊
橋
公
園
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
！

J
A
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾
い

J
A
が
献
血
に
協
力

思
い
や
り
を
形
に
か
え
て
献
血

普
通
救
命
講
習
会

新
入
職
員
が
救
命
講
習
を
受
講

5
3
0
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
環

境
協
議
会
が
3
月
4
日
に
行
っ
た

「
豊
橋
公
園
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
！
」
に
約
30
人
の
J
A
有
志
職
員

が
参
加
し
、
早
朝
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
は

年
間
4
回
行
っ
て
お
り
、
通
常
は
豊

橋
駅
前
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
場
所
を
豊
橋
公
園
に
移
し
行
い
ま

し
た
。
市
内
の
企
業
、
団
体
、
地
域
住
民
た
ち

が
参
加
し
、
午
前
8
時
か
ら
ゴ
ミ
袋
と
ゴ
ミ
ば

さ
み
を
持
っ
て
公
園
内
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員
は
「
豊
橋
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「
ブ
ド
ウ
一
筋
60
年
」
そ
ん
な
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
の
山
本
保
一
さ
ん
。
先
々
代
か
ら
ブ
ド
ウ

栽
培
を
は
じ
め
、
保
一
さ
ん
は
22
歳
か
ら
ブ
ド

ウ
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
約
30

ａ
だ
っ
た
ブ
ド
ウ
畑
も
今
で
は
1
0
5
ａ
ま
で

増
や
し
ま
し
た
。
デ
ラ
ウ
エ
ア
を
長
い
間
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
へ
改
植
し
た
と
の
こ
と
。
他
に
も
「
紫し

玉ぎ
ょ
く」

「
巨
峰
」「
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
」
を
露
地
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今
、
ク
イ
ー
ン

ニ
ー
ナ
の
栽
培
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
そ
う

で
す
。「
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
は
ま
だ
新
し
い
品

種
。
酸
味
が
少
な
く
糖
度
が
高
い
、
赤
く
て
綺

麗
な
ブ
ド
ウ
で
す
。
い
ま
、
色
・
味
・
重
さ
の

関
係
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
粒
の
大
き
さ
で
味

は
変
わ
り
ま
す
。
い
ち
ば
ん
味
が
良
い
粒
の
大

き
さ
は
何
グ
ラ
ム
な
の
か
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
誰
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
栽

培
技
術
を
確
立
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク

イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
が
も
っ
と
広
ま
り
、
名
前
の
通

り
ブ
ド
ウ
の
ク
イ
ー
ン
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
い
い
で
す
ね
。
い
つ
か
は
黒
ブ
ド
ウ
の
巨
峰
、

青
ブ
ド
ウ
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
合
せ
て
、

黒
・
青
・
赤
の
3
色
セ
ッ
ト
の
販
売
を
し
た
い

で
す
。
そ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
ブ

ド
ウ
を
作
り
続
け
る
よ
」
と
意
欲
的
な
保
一
さ

ん
。
地
域
や
部
会
が
元
気
に
な
っ
て
、
そ
の
中

に
自
分
も
い
る
こ
と
が
理
想
だ
そ
う
で
す
。「
地

域
の
人
や
Ｊ
Ａ
の
お
世
話
に
な
っ
て
今
ま
で
ブ

ド
ウ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
意

味
で
誰
か
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
残
す

こ
と
が
で
き
た
ら
幸
せ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

保
一
さ
ん
は
ブ
ド
ウ
栽
培
で
の
長
年
の
地
域

貢
献
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
先
日
奥
様
と

と
も
に「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
9
日
の
デ
ジ
タ

ぶ
る
ト
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
で
保
一
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
放
送
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
聞
い
て

く
だ
さ
い
。

豊
橋
市
石
巻
小
野
田
町
　
山や

ま

本も
と 

保や
す

一い
ち

さ
ん（
85
歳
）

「
ブ
ド
ウ
を
通
し
て

恩
返
し
」

※
デ
ジ
タ
ぶ
る
ト
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
は
毎
週
火
曜
日
、
午

前
9
時
す
ぎ
か
ら
エ
フ
エ
ム
豊
橋
で
放
送
中
で
す
。
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種

　
「
話
の
お
つ
ま
み
」と
い
う

　

意
味
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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み
な
さ
ん
は
出
前
を
取
っ
て
器
を
返
す
と
き
、
洗
っ
て
返

す
だ
ろ
う
か
。
大
半
の
人
が
洗
っ
て
返
す
ら
し
い
が
、
洗
わ

な
い
人
も
結
構
い
る
ら
し
い
。
ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
わ
け

で
も
な
く
、
洗
っ
て
返
す
こ
と
が
義
務
で
も
な
い
し
常
識
で

も
な
い
。（
洗
っ
て
返
す
の
が
常
識
だ
ろ
う
と
思
っ
た
人
も

い
る
だ
ろ
う
が
…
）
地
域
、
年
代
に
よ
っ
て
は
、
き
れ
い
に

洗
っ
て
返
す
こ
と
は
店
に
対
し
て
失
礼
に
な
る
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。「
あ
な
た
の
店
は
ろ
く
に
器
も
洗
え
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
洗
っ
て
お
い
て
あ
げ
た
」
と
受
け
取
ら
れ
る
ら
し
い
。

今
で
は
そ
う
思
う
店
も
少
な
く
な
っ
た
と
思
う
が
。
さ
ら
に

「
あ
な
た
の
お
店
で
は
今
後
注
文
を
し
ま
せ
ん
」（
綺
麗
に

関
係
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
意
味
？
）「
美
味
し
く
な
か
っ

た
」（
な
か
っ
た
こ
と
に
し
た
い
？
）
と
意
味
が
あ
る
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
ら
し
い
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
洗
わ
ず
に
返
す
の
は
不
衛
生
だ
。
ま
た
汚
れ
て
い
た
り
食

べ
残
し
が
あ
れ
ば
回
収
に
き
た
店
員
も
気
分
が
よ
く
な
い
だ

ろ
う
。
食
べ
残
し
や
う
ど
ん
の
汁
な
ど
は
捨
て
、
ぬ
る
ま
湯

で
軽
く
す
す
ぐ
程
度
で
返
す
の
が
ベ
ス
ト
だ
ろ
う
。（
も
ち

ろ
ん
こ
れ
が
正
解
で
は
な
く
、
単
に
私
の
意
見
）
洗
剤
や
ス

ポ
ン
ジ
を
使
う
の
は
避
け
た
方
が
い
い
よ
う
だ
。
洗
剤
に
よ

っ
て
は
器
に
匂
い
が
う
つ
り
、
却
っ
て
匂
い
取
り
に
手
間
が

掛
か
る
こ
と
も
あ
る
。
漆
器
の
寿
司
桶
な
ど
は
ス
ポ
ン
ジ
で

洗
う
と
細
か
い
傷
が
つ
い
て
し
ま
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
買

い
替
え
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。「
小
さ
な
親
切
大
き
な
お

世
話
」
に
な
り
か
ね
な
い
。
言
い
伝
え
の
ほ
か
で
洗
わ
な
い

人
の
理
由
は
「
洗
う
の
が
嫌
だ
か
ら
出
前
を
と
る
」「
店
で

食
事
を
し
た
時
は
洗
わ
な
い
の
に
、
な
ぜ
出
前
で
は
洗
う
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
。
ご
く
稀
に
、
な
に
く
わ

ぬ
顔
で
自
分
の
家
の
食
器
棚
に
入
れ
て
し
ま
う
人
が
い
る
ら

し
い
が
、
そ
れ
は
全
く
論
外
だ
。

◉
「
出
前
の
器
」

「
中
学
生
の
時
に
将
来
は
海
外
で
働

く
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
い
、
今
の

仕
事
を
選
び
ま
し
た
」
と
話
す
友
加
さ

ん
は
、
今
は
名
古
屋
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
設
計
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。「
自
分
で
書
い
た
図
面
が
工
事

さ
れ
て
現
実
に
な
っ
た
と
き
、
仕
事
の

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま
だ
海
外
勤

務
で
は
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
は
海
外

で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
み
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事

が
充
実
し
て
い
る
友
加
さ
ん
で
す
が
休

日
も
充
実
し
て
い
る
よ
う
で
「
休
み
の

日
に
は
サ
ン
バ
を
踊
り
ま
す
。
名
古
屋

と
静
岡
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
て
月

に
2
、
3
回
練
習
し
ま
す
。
今
は
浅
草

サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
に
向
け
て
準
備
中

で
す
。
い
つ
か
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
て

サ
ン
バ
を
踊
り
た
い
で
す
ね
」
と
友
加

さ
ん
。
し
か
も
行
き
た
い
国
は
ブ
ラ
ジ

ル
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。「
高
校

生
の
時
に
一
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し

て
ま
し
た
。
そ
の
時
に
お
世
話
に
な
っ

た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
に
行
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

行
動
派
な
友
加
さ
ん
で
す
が
家
族
と

の
時
間
も
大
切
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
豊
橋
に
帰
っ
て
き
た
時
に
は
甥
っ
子

や
姪
っ
子
の
お
遊
戯
会
を
見
に
行
っ

た
り
誕
生
日
会
を
し
た
り
し
ま
す
」

そ
ん
な
友
加
さ
ん
は
い
つ
も
前
向

き
で
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
て

い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で

す
。「
女
性
が
少
な
い
職
場
で
大
変

な
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
明
る
く
何

ご
と
に
も
前
向
き
で
生
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
が
笑
顔
で

楽
し
く
な
れ
ば
私
も
楽
し
く
な
り
ま

す
ね
」

結
婚
を
し
て
も
仕
事
を
続
け
、
家

庭
も
仕
事
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
い
う
友
加
さ
ん
。
い
つ
か
海
外
で

大
活
躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

豊橋市東小浜町

芳
は

賀
が

 友
ゆ

加
か

（23歳）さん

「
い
つ
も
前
向
き
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
」

撮影場所＝東小浜町内



12

判
し
た
。

14
日
、
U
S
T
R
代
表
に
指
名
さ
れ
た

ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
は
、
米

国
の
農
産
物
輸
出
で
「
日
本
が
第
一
の
標

的
に
な
る
」、「
T
P
P
を
上
回
る
合
意
を

目
指
す
」
と
発
言
し
た
。

3
．
29
年
度
県
予
算
・
施
策
に

	

関
す
る
重
点
要
請
へ
の
措
置
状
況

J
A
グ
ル
ー
プ
愛
知
が
実
施
し
た
平
成

29
年
度
県
予
算
・
施
策
へ
の
要
請
に
つ
い

て
、
2
月
20
日
開
催
の
農
政
議
員
連
盟
総

会
に
て
、
措
置
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

特
に
重
点
事
項
と
し
て
要
求
し
た
、「
産

地
戦
略
」
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

「
農
業
生
産
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
費
」
1
，2
0
8
万
円
が

措
置
さ
れ
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
施

設
園
芸
の
諸
課
題
に
対
応
し
て
、「
あ
い

ち
型
植
物
工
場
導
入
推
進
事
業
費
」
1
・

1
億
円
が
措
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
T
P
P

関
連
対
策
と
し
て
国
の
28
年
度
補
正
予
算

で
措
置
さ
れ
、
各
地
域
の
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
の
計
画
に
基
づ
き
畜
産
の
施
設
整
備

を
支
援
す
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
つ

い
て
は
4
・
8
億
円
、
産
地
の
高
収
益
化

に
必
要
な
施
設
整
備
や
機
械
の
導
入
に
支

援
す
る
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
13
・
1
億
円
が
措
置
さ
れ
た
。

1
．
農
業
改
革
・
農
協
改
革
を

	

め
ぐ
る
情
勢

3
月
10
日
、
政
府
は
、
改
正
農
業
災
害

補
償
法
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
改
革
関
連
8

法
案
が
出
そ
ろ
っ
た
。

ま
た
、
1
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
規
制

改
革
推
進
会
議
の
農
業
Ｗ
Ｇ
の
議
事
録
が

公
開
さ
れ
、
銀
行
の
農
業
融
資
拡
大
に
向

け
た
規
制
改
革
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い

る
旨
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

2
．
通
商
交
渉
を
め
ぐ
る
情
勢

2
月
28
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
米

国
上
下
両
院
合
同
会
議
に
お
い
て
、
施
政

方
針
を
示
す
初
め
て
の
演
説
を
行
い
、
改

め
て
成
果
と
し
て
T
P
P
協
定
か
ら
の
離

脱
を
強
調
し
、
多
額
の
貿
易
赤
字
の
削
減

を
目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

3
月
1
日
、
米
国
通
商
代
表
部

（
U
S
T
R
）
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商

政
策
に
関
す
る
方
針
等
を
米
国
議
会
に
提

出
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
貿
易
相
手
国
と

の
二
国
間
協
議
の
意
義
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
8
日
付
で
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

は
日
本
に
農
業
の
自
由
化
を
迫
る
意
見
書

を
W
T
O
に
提
出
し
、
農
産
物
に
つ
い
て

「
高
関
税
」
や
「
国
家
貿
易
」
と
し
て
批

J
A
愛
知
中
央
会

農
政
を
め
ぐ
る
情
勢

長
浜
千
代
子
さ
ん
は
農
家
結
婚
相
談
員
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
10
年
ほ
ど
前
、高
豊
地
区
の
農
業
委
員
か
ら「
引

退
し
た
相
談
員
の
後
任
を
」
と
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
始
め
た
そ
う
で
す
。
豊
橋
市
の
農
業
後
継
者
花
嫁

対
策
推
進
協
議
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
ほ
か
の
相
談
員
と

と
も
に
出
会
い
の
き
っ
か
け
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
３

回
ほ
ど
企
画
、
運
営
し
て
い
ま
す
。「
昨
年
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
開
催

し
ま
し
た
。
い
い
出
会
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
千

代
子
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
出
会
っ
た

カ
ッ
プ
ル
が
何
組
か
い
る
そ
う
で
す
。「
イ
ベ
ン
ト
に
は

気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
は
出
会
い
の
き

っ
か
け
を
作
り
ま
す
が
、
あ
と
は
本
人
た
ち
次
第
で
す
ね
。

「
幸
せ
に
な
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
」

豊橋市東七根町

長
なが

浜
はま

 千
ち

代
よ

子
こ

（74歳）さん

人の縁を結ぶことが嬉しいと話す千代子さん

男
の
人
た
ち
は
も
っ
と
自
分
か

ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
い
け

ば
、
い
い
出
会
い
が
き
っ
と
あ

り
ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
ま
し
た
。

「
農
家
の
跡
取
り
娘
さ
ん
の

お
婿
さ
ん
募
集
の
イ
ベ
ン
ト
も

し
て
み
た
い
と
相
談
員
仲
間
と

話
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

相
談
員
の
活
動
を
続
け
、
一
組

で
も
多
く
幸
せ
に
な
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
は「
広
報
と
よ
は

し
」や「
み
の
り
」に
掲
載
す
る
ほ
か
、Ｊ

Ａ
各
事
業
所
に
案
内
を
掲
示
し
ま
す
。

⃝
お
問
合
せ
は
、豊
橋
市
農
業
委
員
会

５１
‒
２
９
５
０　
担
当
：
濱
澤
さ
ん
ま
で
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こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
薄
着
の
季
節
に

な
り
、
気
に
な
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
し
っ

か
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ
ー
）
管

理
し
た
い
け
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
…
。

そ
ん
な
人
に
お
勧
め
な
の
が
「
お
に
ぎ

り
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
で
す
。
パ
ン
よ
り
も

脂
質
の
割
合
の
低
い
ご
飯
は
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
最
適
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
お
に
ぎ

り
も
だ
い
た
い
１
個
1
0
0
ｇ
な
の
で

計
算
が
し
や
す
い
の
で
す
。
1
0
0
g

の
ご
飯
は
1
6
8
k
c
a
l
。
の
り
や

具
材
も
入
れ
る
の
で
、
だ
い
た
い
１
個

1
8
0
k
c
a
l
と
し
ま
し
ょ
う
。

年
代
や
生
活
活
動
強
度
に
も
よ
り

み
ま
す
。

他
に
も
お
に
ぎ
り
に
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
レ
ジ
ス
タ
ン

ト
ス
タ
ー
チ
」。
初
め
て
聞
い
た
人
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
温
か
い
ご

飯
が
冷
め
る
こ
と
で
で
き
る
レ
ジ
ス
タ

ン
ト
ス
タ
ー
チ
は
難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん
、

つ
ま
り
糖
と
し
て
吸
収
さ
れ
に
く
い
で

ん
ぷ
ん
（
ス
タ
ー
チ
＝
s
t
a
r
c
h
）

な
の
で
す
。	

も
ち
ろ
ん
炊
き
た
て
の

お
い
し
い
ご
飯
を
わ
ざ
わ
ざ
冷
や
す
こ

と
は
な
い
で
す
が
、
冷
た
く
て
も
お
い

し
い
お
に
ぎ
り
は
そ
の
ま
ま
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

で
ん
ぷ
ん
に
は
糖
と
し
て
吸
収
さ
れ

や
す
い
ス
タ
ー
チ
と
吸
収
さ
れ
に
く
い

ス
タ
ー
チ（
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ー
チ
）

が
あ
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
、
同
じ
で
ん
ぷ
ん
で
も
加
熱

後
冷
や
す
こ
と
に
よ
り
、
レ
ジ
ス
タ
ン

ト
ス
タ
ー
チ
の
量
が
増
え
る
の
で
す
。

※
1
日
の
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量

（
k
c
a
l
）　

生
活
活
動
強
度
Ⅱ（
普

通
）

ま
す
が
、
1
日
の
推
定
エ

ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
は
男
性
で

2
5
0
0
k
c
a
l
、
女
性
で

2
0
0
0
k
c
a
l
で
す
（
※
）。

男
性
だ
と
1
日
8
個
、
女
性

で
6
個
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る

と
、
ご
飯
6
割
：
お
か
ず
4
割

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
毎
食
お
に

ぎ
り
を
食
べ
る
こ
と
も
な
い
と

思
う
の
で
、
お
茶
わ
ん
の
場
合

は
お
に
ぎ
り
く
ら
い
の
量
、
と

目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
だ
け
の
ご
飯
を
食
べ
て
、

残
り
を
お
か
ず
に
す
る
と
余
分

な
脂
質
や
塩
分
を
取
ら
ず
に
済

５
月
か
ら
熱
中
症
対
策

気
象
予
報
士（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）●
檜
山
靖
洋

5
月
は
一
年
の
中
で
最
も
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
さ

は
ま
だ
厳
し
い
ほ
ど
で
は
な
く
、
湿
度
も
低
め

で
、
と
て
も
す
が
す
が
し
い
季
節
で
す
。

ま
だ
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
な
日
は
少
な
い

で
す
が
、
こ
の
先
急
に
暑
く
な
る
日
も
出
て
く

る
時
期
で
す
。
本
格
的
な
暑
さ
が
や
っ
て
来
る

ま
で
に
、
暑
さ
に
慣
れ
た
体
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

少
し
汗
を
か
く
運
動
や
作
業
を
週
に
3
〜
4

日
行
い
、
運
動
後
、
作
業
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
の

牛
乳
を
飲
む
と
、
熱
中
症
に
強
い
体
に
な
る
と

い
い
ま
す
。
そ
の
体
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
高

齢
者
の
場
合
は
、
週
に
3
〜
4
日
の
運
動
や
作

業
を
3
〜
4
週
間
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
前
の
5
月
か
ら

対
策
を
始
め
た
方
が
良
さ
そ
う
で
す
。
真
夏
に

な
っ
て
も
、
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
体
で
、
農

作
業
な
ど
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
真
夏
の

熱
中
症
と
の
戦
い
は
、
5
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

お
に
ぎ
り
ダ
イ
エ
ッ
ト

管
理
栄
養
士
・
雑
穀
料
理
家
●
柴
田 

真
希

お米●de健康



15

時
々
、
騒
が
な
い
よ
う

に
と
幼
い
子
ど
も
に
動

画
を
見
せ
な
が
ら
食
事

を
与
え
て
い
る
光
景
を

見
ま
す
が
、
3
歳
ぐ
ら

い
ま
で
の
食
事
は
親
子

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
大

切
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も
8
歳
く
ら
い
ま

で
は
テ
レ
ビ
を
消
し
て
食
事
を
し
た
方
が

良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
に
学
ん
だ
食
習
慣
を
子
ど
も
は

自
然
と
身
に
付
け
、
受
け
入
れ
て
い
き
ま

す
。
小
さ
い
頃
だ
か
ら
こ
そ
、
食
事
の
マ

ナ
ー
に
気
を
使
い
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
大
切
に
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

diary食育日記
私の私の知ってっ 納得!知って納得!

税金講座
幼
児
期
か
ら
の
食
育

固
定
資
産
の
交
換
特
例

タ
レ
ン
ト・食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
岡
村
麻
純

J
A
全
中・J
A
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

顧
問
税
理
士
●
柴
原
　
一

食
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
養
う
こ

と
や
、
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
学
ぶ
こ
と
も
食
育
の
一
つ
で
す
。

私
た
ち
は
1
日
3
回
食
事
を
し
ま
す
。
年

間
に
す
る
と
1
0
9
5
回
。
1
0
0
0
回

以
上
の
時
間
を
教
育
や
家
族
の
だ
ん
ら
ん

な
ど
、
有
効
活
用
し
て
い
か
な
い
の
は
も

っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

な
か
で
も
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
幼

児
期
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
で
す
。
料

理
を
し
て
く
れ
た
人
、
食
材
を
育
て
て
く

れ
た
人
、
そ
し
て
十
分
に
食
べ
ら
れ
る
と

固
定
資
産
を
交
換
し
た
場
合
、
い
っ
た

ん
自
分
の
資
産
を
譲
渡
し
、
相
手
方
か
ら

資
産
を
購
入
し
た
と
さ
れ
、
譲
渡
所
得
と

し
て
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
住
民

税
（
譲
渡
税
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

譲
渡
は
な
か
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
譲
渡

税
が
課
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
固
定
資

産
の
交
換
特
例
」
と
い
い
ま
す
。
な
お
、

交
換
差
金
の
授
受
が
あ
る
場
合
、
受
け
取

っ
た
交
換
差
金
部
分
に
つ
い
て
は
譲
渡
税

の
課
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑴
交
換
資
産
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
が
1

年
以
上
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
で
あ
る

こ
と
（
棚
卸
資
産
は
適
用
不
可
）。

⑵
交
換
取
得
資
産
は
交
換
の
相
手
方
が
交

換
の
た
め
に
取
得
し
た
物
で
は
な
い
こ
と
。

⑶
交
換
資
産
は
、
土
地
、

建
物
お
よ
び
機
械
装
置
な

ど
に
限
ら
れ
、
か
つ
、
そ

の
種
類
が
同
じ
物
で
あ
る

こ
と
。

⑷
取
得
資
産
は
、
譲
渡
し

た
資
産
の
譲
渡
直
前
の
用

へ
も
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
食

べ
る
と
き
の
姿
勢
で
す
。

背
筋
を
伸
ば
し
、
足
は
床

か
椅
子
の
足
掛
け
に
し
っ

か
り
着
く
よ
う
に
し
、
テ

ー
ブ
ル
と
の
高
さ
や
距
離
も
調
整
が
必
要

で
す
。
姿
勢
が
悪
い
と
か
み
方
が
悪
く
な

り
、
胃
腸
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
遅
く
と
も
小
学
生
ぐ
ら
い
ま
で

に
は
正
し
い
姿
勢
を
習
慣
付
け
な
い
と
体

に
染
み
付
き
、
直
す
こ
と
が
難
し
く
な
る

そ
う
で
す
。

正
し
い
姿
勢
の
た
め
に
は
、
テ
レ
ビ
な

ど
を
見
な
い
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

途
と
同
一
用
途
に
供
さ
れ
る
こ
と
。

⑸
交
換
の
際
に
お
け
る
両
資
産
の
時
価
の

差
額
が
い
ず
れ
か
多
い
方
の
時
価
の
20
％

以
下
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、
⑶
の

要
件
に
あ
る
よ
う
に
土
地
と
土
地
と
い
う

よ
う
に
同
一
種
類
の
資
産
の
交
換
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
土
地
と
土
地

付
き
建
物
を
交
換
し
た
と
き
は
、
建
物
部

分
は
交
換
差
金
と
見

な
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

⑷
の
取
得
資
産
が
同

一
用
途
に
供
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、

土
地
の
場
合
、
宅
地
、

田
畑
、
山
林
な
ど
の

区
分
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
駐

車
場
（
登
記
地
目
は
雑
種
地
）
と
宅
地
と

を
交
換
し
た
場
合
、
そ
の
駐
車
場
土
地
の

現
況
や
周
辺
土
地
の
利
用
状
況
か
ら
、
い

つ
で
も
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
宅
地
と
宅
地

と
の
交
換
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
⑷
の
要
件

を
満
た
す
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

⑸
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
通
常
第
三
者

間
で
の
等
価
交
換
で
あ
れ
ば
、
両
資
産
の

時
価
は
一
致
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
親
族
間
の
交
換
の
と
き
は
、
付
近

の
売
買
実
例
や
相
続
税
評
価
額
な
ど
を
基

に
適
切
な
時
価
を
算
定
し
た
上
で
要
件
を

満
た
す
か
ど
う
か
判
断
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

い
う
幸
せ
へ
の
感
謝
で
す
。
そ
の
表
現
に

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。「
い
た
だ
き
ま

す
」
と
は
位
の
高
い
人
か
ら
何
か
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
頭
上
に
掲
げ
て
い
た
だ
く
、

さ
さ
げ
持
つ
と
同
じ
意
味
を
持
っ
た
言
葉

で
す
。
ま
た
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
は
、

「
馳ち

走そ
う

」
＝
あ
ち
こ
ち
走
り
回
る
と
い
う

言
葉
か
ら
、
走
り
回
っ
て
食
材
を
用
意
し

て
く
れ
た
人
へ
、「
ご
」
と
「
さ
ま
」
を

付
け
て
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ

た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を

理
解
し
、
そ
こ
か
ら
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
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漬
け
て
良
し
煮
て
良
し
、
焼
い
た
り
揚
げ
物
、

生
食
に
と
、
ナ
ス
は
大
変
使
い
向
き
の
広
い
野

菜
。
干
し
ナ
ス
、
焼
き
ナ
ス
に
す
れ
ば
長
く
保

存
が
で
き
る
こ
と
も
分
か
り
、
い
っ
そ
う
魅
力

を
高
め
て
き
ま
し
た
。
高
温
好
み
な
の
で
、
強

い
日
差
し
を
受
け
る
と
紫
黒
で
形
の
良
い
果
実

が
連
続
し
て
収
穫
で
き
、
大
い
に
食
卓
を
に
ぎ

わ
せ
ま
す
が
、
次
第
に
株
の
勢
い
が
弱
ま
り
、

実
止
ま
り
悪
く
、
取
れ
な
く
な
り
、
品
質
も
低

下
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
な
り
疲
れ
」
で
生
育
が

不
調
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

私
た
ち
が
、
お
互
い
に
人
の
顔
色
や
し
ぐ
さ

を
見
れ
ば
健
康
状
態
を
推
測
で
き
る
よ
う
に
、

ナ
ス
の
健
康
状
態
も
、
葉
色
や
草
姿
、
花
な
ど

を
よ
く
観
察
す
れ
ば
容
易
に
栄
養
状
態
を
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
一
番
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
、
図
の
よ
う

に
花
の
付
く
位
置
と
花
の
形
、
葉
や
花
の
大
き

さ
と
色
具
合
で
す
。
特
に
花
の
中
を
見
て
、
雌

し
べ
が
雄
し
べ
よ
り
短
い
「
短
花
柱
花
」
は
、

ほ
と
ん
ど
落
ち
て
し
ま
い
実
止
ま
り
し
ま
せ
ん
。

健
全
な
場
合
は
、
花
の
開
い
た
先
に
4
〜
5
枚

の
葉
が
開
い
て
い
ま
す
が
、
栄
養
不
良
株
で
は

1
〜
2
枚
し
か
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
畑
全

面
を
見
渡
し
て
花
が
よ
く
見
え
る
状
態
は
、
栄

ナ
ス
は
栄
養
診
断
に
よ
る
管
理
で
収
量
が
倍
増

養
不
良
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
果
実
を
若
取
り
し
て

株
の
果
実
負
担
を
軽
く
し
て
や
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
追
肥
で
栄
養
を
補
給
し
堅
く
な
っ
た
通

路
付
近
の
、
根
が
伸
び
る
先
の
方
に
く
わ
を
入

れ
、
軽
く
耕
し
通
気
を
図
り
、
乾
い
て
い
た
ら

灌か
ん

水す
い

や
敷
き
わ
ら
を
し
て
、
吸
肥
を
し
や
す
く

し
て
や
る
こ
と
で
す
。

こ
う
す
る
と
数
日
を
経
ず
し
て
草
勢
に
回
復

の
兆
し
が
表
れ
、
健
全
な
「
長
花
柱
花
」
が
多

く
咲
く
よ
う
に
な
り
、
茎
葉
も
し
っ
か
り
し
て
、

上
方
の
葉
の
枚
数
も
増
え
、
よ
く
実
止
ま
り
、

果
実
の
太
り
も
早
ま
り
、
色
つ
や
の
良
い
果
実

が
た
く
さ
ん
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
な
り
疲
れ
」
は
、
ナ
ス
の
一
生
の
中
に
3

〜
5
回
現
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、

常
に
観
察
を
怠
ら
ず
、
早
め
に
発
見
、
対
処
し

て
軽
減
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
収
量
の

倍
増
、
品
質
の
向
上
は
必
ず
達
成
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
、
生
育
盛
り
に
入
り
茎
葉
が
込
み

過
ぎ
る
と
、
日
射
不
足
の
た
め
果
実
の
色
づ
き

が
悪
く
な
り
、
病
害
虫
も
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
果
実
に
木
漏
れ
日

が
当
た
る
ぐ
ら
い
に
、
余
分
な
葉
を
摘
み
取
っ

た
り
、
枝
を
整
理
す
る
こ
と
も
大
切
な
手
立
て

と
な
り
ま
す
。

家庭菜園に挑戦

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆



豊橋警察署だより
わたろうか
迷う気持ちは　赤信号

保護者の方は、子どもの発達に応じて、道路の
安全な通行方法など基本的な交通ルールや交通
マナー、信号機や道路標識など必要な知識につ
いて、深い愛情を持って、わかりやすく、繰り返し
丁寧に教えることが大切です。

新しい年度が始まり、新入学児童・園児が新しいピカピカのランドセルや制服で歩く姿を見かけるようになり
ました。みんなが新しい環境にウキウキしているこの時期、気をつけなければならないのが交通事故です。交通
安全は道路を利用する一人一人が主役です。この時期に家族みんなで「交通安全」について考えてみて下さい。

【 子どもの行動特性 】
●自分中心に考える…信号や車を見落としがち。
●衝動的に行動する…深く考えず衝動的に常に動いている。
●遊びが大好き！！…なんでも遊びにし、歩きながら遊んでいる。
●真似ることが好き…友達が飛び出すと真似して飛び出すことも…。
●親への依存が強い…親が先に横断すると幼児は安全を確認せずに横

断する。
●体験により習慣化…実際の体験により身につけ、一度身につけた習

慣やルールはかたくなに守ろうとする。

～子どもと高齢者を交通事故から守ろう～

《お子さんへの交通安全教育》

高齢者が被害者あ
るいは加害者となる交
通事故も多発してい
ます。この機会に家族
全員で「交通安全」に
ついて話し合ってみて
はいかがでしょう。

《高齢者の交通事故防止》

保護者の方は、子どもと一緒に通学（園）路を歩いて、子どもの目線
で危険箇所を確認して下さい。また、通学（園）路を車で走り、ドライ
バーの目線で危険箇所を確認してみて下さい。
ドライバーの皆さんは、児童や幼児の特性を十分理解し、ゆとりと思
いやりのある運転を心がけて下さい。

《保護者やドライバーのみなさんへお願い》
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初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
草
花
で
、
夏
の
花
壇

に
は
欠
か
せ
な
い
植
物
の
ひ
と
つ
で
す
。
大
輪
か
ら

小
輪
、
八
重
咲
き
、
一
重
咲
き
な
ど
花
の
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
も
多
く
あ
り
ま
す
。
成
長
が
早
く
、
丈
夫
な
の

で
初
心
者
に
も
お
す
す
め
で
す
。

4
月
下
旬
か
ら
５
月
頃
に
植
え
付
け

を
行
い
ま
す
。
多
湿
に
弱
い
の
で
梅
雨

の
時
期
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
大
き
く
広

が
っ
て
育
つ
の
で
株
間
は
た
っ
ぷ
り
開

け
て
植
え
付
け
ま
し
ょ
う
。

日
当
た
り
の
良
い
場
所
で
育
て
ま
す
。

日
照
不
足
に
な
る
と
花
つ
き
が
悪
く
な

り
ま
す
。
雨
に
当
た
る
と
花
び
ら
が
裂

け
た
り
、
花
色
が
は
げ
落
ち
て
し
ま
う

の
で
、
あ
ま
り
強
く
雨
が
当
た
ら
な
い

場
所
が
良
い
で
す
。
高
温
多
湿
を
嫌
う

の
で
夏
は
風
通
し
が
よ
く
、
で
き
る
だ

け
涼
し
い
場
所
へ
置
き
ま
し
ょ
う
。

茎
を
伸
ば
し
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
花
を

咲
か
す
の
で
、
肥
料
を
切
ら
す
と
花
つ

き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
10
日
に
1
度
程

度
、
液
体
肥
料
を
与
え
る
と
良
い
で
す
。

夏
に
多
湿
で
元
気
が
な
い
時
期
は
肥
料

は
控
え
ま
し
ょ
う
。
秋
に
な
り
芽
を
伸

ば
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
再
び
与
え
ま
す
。

土
の
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
と

水
を
与
え
ま
す
。
あ
る
程
度
の
乾
燥
に

は
耐
え
る
の
で
水
の
や
り
過
ぎ
に
注
意

し
ま
す
。
水
は
け
が
よ
い
土
が
適
し
て

い
ま
す
。

植
え
付
け

置
き
場
所

肥
料

水
や
り

美美
絢絢
美

色色
彩彩

美
絢
色
彩
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239号
29年4月

JA豊橋女性部
問合せ・お申込み
☎25-9225

女性部だより

※女性部だよりでの案内は、健康診断募集を除き女性部員向けの募集となっております。女性部へのご加入は最寄りの支店で
手続きを行ってください。（年会費500円、印鑑が必要です）

JA女性組織活動体験発表会報告

農村文化作品コンテスト入賞！

健康料理教室参加者募集

3月10日に安城市文化センターでJA女性組織活
動体験発表会がありました。6つのJAが発表し、当
ＪＡからは女性部会副会長の各務孝子さんが《JA
豊橋女性部会の活性化に向けての活動》と題して発
表してくれました。
女性部会役員とJA職員の計17名で、お揃いの赤

い法被を着て首にはトッピーの手拭いをかけ、手に
はトッピーのうちわを握りしめて応援してまいりま
した。各務さんも緊張はしていたかもしれませんが、
当女性部会の活動をパワーポイントを使ってわかり
やすく皆に発表してくれました。発表の中で木田き
よゑ会長講師のハム手作り教室にみなさんとても興
味をもってくれて、審査員の方や他のJAの方から

この度、愛知県農業協同組合中央会主催の「農
村文化作品コンテスト」（ハンドクラフト）の部で、
優良賞に当女性部の木田きよゑ会長の「茄子の絵」、

レシピや作り方の質問がありました。
各務孝子さん、お疲れさまでした。

夏目勢津子さんの「手芸品のリュック」と「キャス
ケットの帽子」。努力賞に宗田晴美さんの「野菜風
アクリルたわし」が入賞しました。3月10日に安城
市文化センター『マツバホール』で表彰式がありま
した。おめでとうございます。

☆内容は旬野菜（季節の食材）コース『春』です。
開催日　平成29年5月10日㈬　本店　料理教室
　　　　平成29年5月12日㈮　構造改善センター
　　　			平成29年5月15日㈪　福岡支店　料理教室
時　間　午前10時～　　定　員　20名
参加費　無料（女性部外500円）
講　師　JA愛知厚生連　管理栄養士
持ち物　エプロン、ハンドタオル、筆記用具
締切日　各開催日の10日前まで

皆様へ着物の寄付をお願いします

お家のタンスの中で、もう着ないから処分してもいい、整理したいのに処分に困っていた、そんな着物や着物
生地がありましたら寄付していただけませんか？	ソーイング教室で小物作りに活用させていただきます。
組合員課（生活指導）TEL.25-9225 まで連絡をください。お待ちしています。



女性部だより

19

健診申込書
健診申込支店名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）支店 希望健診日　　　月　　日　健診会場（　　　　　　　　　　）

氏
ふりがな

名 電話　　　　　　　　−

住所 性別　　　男　・　女
利用者コード 生年月日

　T・S・H     年　　　月　　　日
国民健康保険をお持ちの方　又は　その他の方 農協健康保険をお持ちの方

国民健康保険証番号（国保お持ちの方）

※健診当日国保より発行された健診受診券と、保険証番号確認のため健康保険
証をお持ちください

農協健康保険証番号　　※カッコ内該当するものに○印
（　本人　・　扶養家族　・　任意継続　・　任意継続家族　）

記号（4桁） −　番号（4桁）
 −

受診を希望する項目に○印を付けてください。
◆基本コース(どちらかをお選びください)

1. 集団人間ドック(バリウムコース)  9,240円
2. 集団人間ドック(ピロリ菌コース)  9,240円
3. 集団人間ドック(ベ−シックコ−ス)  6,270円

◆オプション
4. 肺がん検診 1,460円 5. 大腸がん検診 1,080円
6. 子宮がん検診 1,430円 7. 腹部超音波検診 2,720円
8. 骨粗鬆症予防検診 1,080円
9. 腫瘍マーカー検査 
 Ａ 前立腺 1,660円 Ｂ 卵巣 1,080円
 Ｃ 乳房 1,080円 Ｄ すい臓・胆道 1,080円
 Ｅ 消化器 1,080円 Ｆ 肝臓 1,080円

10. ピロリ菌(ABC)検査   2,970円
11. 心不全リスク検査   1,080円
12. 蜂アレルギー検査   2,160円
13. 甲状腺（TSH）検査   1,620円

受診を希望する項目に○印を付けてください。
◆基本コース(どちらかをお選びください)

1. 一般コース（バリウム無・健保助成有）
2. 一般＋胃がんコース（バリウム有・35歳以上・健保助成有）

◆オプション
3. 肺がん検診  （自己負担・1,460円）
4. 大腸がん検診（34歳以下の男性と女性は自己負担・1,080円）
5. 子宮がん検診  （自己負担・1,430円）
6. 腹部超音波検診  （自己負担・2,720円）
7. 骨粗鬆症予防検診（全ての年齢の男性・34歳以下の女性は自己負担：1,080円）
8. 腫瘍マーカー検査 Ａ 前立腺（49歳以下男性自己負担・1,660円）
 Ｂ 卵巣 （自己負担・1,080円） Ｃ 乳房 （自己負担・1,080円）
 Ｄ すい臓・胆道 （自己負担・1,080円）
 Ｅ 消化器 （自己負担・1,080円） Ｆ 肝臓 （自己負担・1,080円）
9. ピロリ菌(ABC)検査 （自己負担・2,970円）

10. 心不全リスク検査 （自己負担・1,080円）
11. 蜂アレルギ−検査 （自己負担・2,160円）
12. 甲状腺（TSH）検査 （自己負担・1,620円）

支払い方法　　1. 当日受付にて現金　　　2. JA豊橋の通帳より引落し
 支店名：　　　　　　　　　口座番号：　　　　　　　　　　　　（口座名　　　　　　　　　　）

キ　リ　ト　リ

※ご記入頂いた個人情報は、健診の受付・案内・代金の振替などの健康管理活動実施以外の目的には使用いたしません。

健診受診者を対象に健診結果説明会を後日実施します。予約制なので健診当日に予約の紙を提出してください。健診結果説明会には自宅に届いた結果表を必ず持ってきてください。（無料）

自分の体を知るために、年に一度は定期健診を受けましょう。健康診断は女性部員以外の方でも受けることができます。
大腸がんにかかる人の割合が年々多くなってきています。大腸がん検診も人間ドックと併せて受診することをお勧めします。

総務部 組合員課
問合せ　☎25-9225

集団人間ドック健診メニュー 各種がん検診他
◆問診
◆診察
◆身体測定（身長・体重・腹囲）
◆血圧測定
◆尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血）
◆心電図
◆胸部レントゲン
◆選択項目(どちらかお選びください)

①胃バリウム検査（バリウムを使ったＸ線検査）
②胃ピロリ菌（ABC）検査（血液検査でピロリ菌感染の有無
　を調べ胃がんのリスクを判断します）
③ベーシックコース（健診メニューの問診～胸部レントゲンまでの内容）

（税込）（税込）

豊橋市国民健康保険、豊橋市後期高齢者医療保険に加入している方は、健康保険より特定健診部分の料金が助成されます。健診当日「平成29年度　特定健康診査受診券」と「健康保険証」をお持ちください。
★基本コ－スとオプションに新しくコ－スが増えました。
★基本コ－ス：集団人間ドック（ベ－シックコ－ス）

従来の基本の健診メニュ−内容から、バリウム検査もピロリ菌検査もしないシンプルなコ−スです。
豊橋市からの受診券提出の方（支払金額 ０円）、豊橋市からの受診券無しの方（支払金額 ６,２７０円）

★オプション：◦蜂アレルギ−検査：スズメバチ・アシナガバチ・ミツバチの３種類のアレルギ−検査です
　血液検査で調べます。（自己負担 ２,１６０円）
◦甲状腺（ＴＳＨ）検査：甲状腺刺激ホルモン検査です。甲状腺機能亢進症（バセドウ病）と甲状腺

機能低下症（橋本病）が発見されます。血液検査で調べます。（自己負担 １,６２０円）

※お申込後、問診票・結果表につきましてはご自宅に郵送いたします。
※豊橋市国民健康保険加入者で40～74歳までの方と、豊橋市後期高齢者医療保険加入者の方は、特定健康診査受

診券＋保険証を健診当日受付にお持ち頂くと、特定健診部分の料金が健康保険より助成されます。（年齢対象
外の場合や、その他社会保険などに加入されている場合は健康保険からの助成は受ける事はできませんので、
ご了承ください。）

★血液で調べる検査、腹部超音波検診、骨粗鬆症予防検診は集団人間ドックを受診された方のみのオプションとなりますのでご了承ください。
★ピロリ菌(ＡＢＣ)検査は胃がんのなりやすさを判定する検査です。直接胃がんを見つける検査ではありません。
　以下の項目に該当する方は、ピロリ菌(ＡＢＣ)検査結果が正確に判定できない可能性があります。
　●胃の病気の治療中の方　●胃切除後の方　●胃酸を抑える薬を服用中の方　●腎不全の方　●ヘリコバクター・ピロリ菌除菌治療を受けた方
★心不全リスク検査とは、心臓に負担が加わることによって心臓から分泌されるホルモンの量を測定し、心不全（心臓に負担が掛かった状態）の重度を調べます。尚、腎臓疾患のある方など、腎
機能の低下により高値を示す場合があります。

健康診断のご案内

◆肺がん検診（かく痰細胞診） …………1,460円
◆大腸がん検診（便潜血2日法） ………1,080円
◆子宮がん検診（膣スメア細胞診） ……1,430円
◆骨粗鬆症予防検診 ……………………1,080円
◆腫瘍マーカー検査（血液検査）

A 前立腺　B 卵巣　C 乳房　D すい臓、胆道　E 消化器　F 肝臓
各1,080円　A 前立腺のみ1,660円

◆腹部超音波検診（エコー検診） ………2,720円
（健診当日に検査を行います）

◆ピロリ菌（ABC）検査（血液検査） ……2,970円
◆心不全リスク検査(血液検査) ………1,080円
◆蜂アレルギー検査（血液検査） ………2,160円
◆甲状腺（TSH)検査(血液検査) ………1,620円

健診申し込みは
下記申込書を支店
窓口まで提出

……料金 9,240円
……料金 9,240円
……料金 6,270円

開催日 開催場所 締め切り 開催日 開催場所 締め切り
H29年６月16日㈮ 西支店（神野新田） H29年５月26日㈮ H29年７月27日㈭ 高師原支店（天伯原） H29年７月６日㈭
H29年６月22日㈭ 前 芝 支 店 H29年６月１日㈭ H29年７月28日㈮ いなみ支店（小沢） H29年７月７日㈮
H29年７月７日㈮ 第6事業所（石巻） H29年６月16日㈮ H29年８月１日㈫ 北 支 店 H29年７月11日㈫
H29年７月12日㈬ 二 川 支 店 H29年６月21日㈬ H29年８月４日㈮ 本 店 H29年７月14日㈮
H29年７月21日㈮ 大 津 支 店（大崎） H29年６月30日㈮ H29年８月30日㈬ 岩 田 支 店 H29年８月９日㈬

●当日受付時間…AM7：30　●健診開始…AM8：20

◆血液項目
脂　質：中性脂肪・HDL-C・LDL-C
肝機能：AST・ALT・γ-GT
代謝系：空腹時血糖・HbAlc
蛋　白：アルブミン
腎機能：クレアチニン・尿酸
貧　血：赤血球・Hb・Ht
白血球
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花
き
課　

係
長
）

▼
金
融
部　

推
進
企
画
課　

課
長
補
佐

橋

本

直

昭

（
共
済
部　

普
及
課　

係
長
（
ト
レ
ー
ナ
ー
））

▼
共
済
部　

査
定
課　

課
長
補
佐

高

橋

昌

志

（
リ
ス
ク
管
理
部　

リ
ス
ク
管
理
課　

課
長
補
佐
）

▼
総
務
部　

人
事
課
付　

㈱
エ
ー
コ
ー
プ
あ
い
ち
出
向　

店
長

夏

目
　

周

（
総
務
部　

人
事
課
付　

㈱
エ
ー
コ
ー
プ
あ
い
ち
出
向
）

▼
第
六
事
業
所　

係
長

神

谷

尚

充

（
第
六
事
業
所
）

▼
高
師
原
支
店　

係
長

鈴

木

幸

香

（
高
師
原
支
店
）

▼
第
三
事
業
所　

係
長

清

水

浩

昌

（
第
三
事
業
所
）

▼
営
農
部　

畜
産
課　

係
長

村

田

達

紀

（
リ
ス
ク
管
理
部　

経
営
支
援
課
）

▼
共
済
部　

査
定
課　

係
長

伊

藤

昌

徳

（
共
済
部　

査
定
課
）

▼
吉
田
方
支
店　

係
長

近

藤
　

敬

（
吉
田
方
支
店
）

▼
共
済
部　

普
及
課　

係
長（
L
A
ト
レ
ー
ナ
ー
）

高

須

敏

郎

（
東
田
支
店　

渉
外
担
当　

係
長（
ブ
ロッ
ク
長
））

▼
第
二
事
業
所　

係
長

村

田

好

史

（
第
二
事
業
所
）

▼
磯
辺
支
店　

係
長

柏

木

一

誠

（
共
済
部　

査
定
課
）

▼
営
農
部　

営
農
資
材
課　

係
長

伊

藤

正

樹

（
第
一事
業
所
）

▼
営
農
部　

営
農
指
導
課　

係
長

土

屋

博

之

（
営
農
部　

営
農
指
導
課
）

▼
営
農
部　

花
き
課　

係
長

市

川

明

男

（
営
農
部　

花
き
課
）

▼
第
一事
業
所　

係
長

加

藤

卓

也

（
営
農
部　

営
農
資
材
課
）

▼
経
済
部　

自
動
車
課　

係
長

高

畑

克

敏

（
経
済
部　

自
動
車
課
）

▼
共
済
部　

共
済
事
務
課　

係
長

鈴

木
　

匡

（
共
済
部　

共
済
事
務
課
）

▼
東
田
支
店　

渉
外
担
当　

係
長
（
ブ
ロッ
ク
長
）

金

子

貴

宣

（
中
央
支
店　

渉
外
担
当
（
L
A
リ
ー
ダ
ー
））

▼
第
三
事
業
所

河

合

伸

悦

（
営
農
部　

営
農
資
材
課
）

▼
い
な
み
支
店　

係
長

安

間

智

子

（
い
な
み
支
店
）

▼
大
津
支
店　

係
長

杉

田

麻

理

（
大
津
支
店
）

▼
福
岡
支
店　

係
長

荒

川

直

輝

（
高
師
原
支
店
）

▼
総
合
企
画
部　

企
画
課　

係
長

白

谷

龍

祐

（
総
合
企
画
部　

企
画
課
）

▼
い
な
み
支
店　

渉
外
担
当
（
L
A
リ
ー
ダ
ー
）

朝

倉

淳

二

（
い
な
み
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
中
央
支
店　

渉
外
担
当
（
L
A
リ
ー
ダ
ー
）

森

下

弘

嗣

（
大
津
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
共
済
部　

査
定
課

長

坂

英

幸

（
高
豊
支
店　

渉
外
担
当
）
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▼
石
巻
支
店　

渉
外
担
当

井

上

弥

保

（
中
央
支
店
）

▼
高
師
原
支
店　

渉
外
担
当

齋
田
佳
世
子

（
営
農
部　

青
果
販
売
課
）

▼
共
済
部　

共
済
事
務
課

鈴

木

智

加

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
石
巻
支
店

石
山
加
奈
子

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
北
支
店　

渉
外
担
当

山

本

敬

恵

（
石
巻
支
店
）

▼
総
務
部　

総
務
課

秋

野

美

幸

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
二
川
支
店

村

田

瑞

穂

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
大
津
支
店　

渉
外
担
当

鈴

木

啓

恵

（
大
津
支
店
）

▼
西
支
店　

渉
外
担
当
（
L
A
リ
ー
ダ
ー
）

河

合

勇

気

（
西
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
吉
田
方
支
店

安

藤

智

子

（
西
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
総
務
部　

人
事
課
付　

㈱
エ
ー
コ
ー
プ
あ
い
ち
出
向

安

藤

千

洋

（
西
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
前
芝
支
店

谷

野

綾

子

（
い
な
み
支
店
）

▼
経
済
部　

自
動
車
課

伊

藤

誠

治

（
岩
田
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
福
岡
支
店

守
田
こ
ず
え

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
総
合
企
画
部　

企
画
課

森

下

聖

依

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
石
巻
支
店

宮

丸

有

香

（
石
巻
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
い
な
み
支
店

白
井
さ
よ
子

（
北
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
大
村
支
店

桑

野

惠

予

（
西
支
店
）

▼
第
五
事
業
所

神

谷

則

彦

（
総
務
部　

人
事
課
付
）

▼
大
津
支
店

土

屋

圭

子

（
石
巻
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
営
農
部　

営
農
資
材
課

坂

本

輝

彦

（
第
四
事
業
所
）

▼
営
農
部　

青
果
販
売
課

神

谷

憲

子

（
前
芝
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
金
融
部　

金
融
課

兵

藤

明

美

（
西
支
店　

渉
外
担
当
（
L
A
リ
ー
ダ
ー
））

▼
経
済
部　

生
活
燃
料
課

中

村

裕

恵

（
経
済
部　

葬
祭
セ
ン
タ
ー
）

▼
岩
田
支
店　

渉
外
担
当

石

川

正

美

（
東
田
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
岩
田
支
店

長

坂

衣

美

（
前
芝
支
店
）

▼
西
支
店　

渉
外
担
当

豊

田

佳

子

（
総
務
部　

総
務
課
）

▼
岩
田
支
店　

渉
外
担
当

三

浦

妙

子

（
岩
田
支
店
）

▼
総
務
部　

人
事
課
付

白

井

祐

子

（
大
村
支
店
）

▼
高
豊
支
店　

渉
外
担
当

水

野

真

志

（
高
師
原
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
高
師
原
支
店

只

野

道

啓

（
西
支
店
）

▼
西
支
店　

渉
外
担
当

向

坂

兼

政

（
高
師
原
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
福
岡
支
店　

渉
外
担
当

大

竹

真

一

（
二
川
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
二
川
支
店　

渉
外
担
当

梶　

竜
太
朗

（
福
岡
支
店　

渉
外
担
当
）

▼
高
豊
支
店　

金
融
渉
外

三
竹
絵
里
子

（
西
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
い
な
み
支
店　

渉
外
担
当

梶

原

都

寛

（
岩
田
支
店　

渉
外
担
当
）
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平
成
29
年
３
月
31
日
付

退
職
者
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

■
定
年
退
職

石

田

司

郎
（
高
豊
支
店
）

伊

藤

洋

子
（
共
済
部　

共
済
事
務
課
）

大

谷

勝

也
（
経
済
部　

生
活
燃
料
課
）

彦

坂

幸

伸
（
経
済
部　

店
舗
産
直
課
）

坂

柳
　

馨
（
経
済
部　

自
動
車
課
）

戸

田

智

春
（
経
済
部　

自
動
車
課
）

鈴

木

健

司
（
総
合
企
画
部
兼
総
務
部
）

藤

原

理

陽
（
第
五
事
業
所
）

牧

野

雅

圭
（
共
済
部　

共
済
事
務
課
）

鷲
野
貴
久
子
（
東
田
支
店
）

磯

田

充

弘

鈴

木

幸

宏
（
第
三
事
業
所
）

市

川

久

充
（
営
農
部　

営
農
資
材
課
）

後

藤

一

久
（
津
田
支
店
）

夏

目

哲

男
（
第
四
事
業
所
）

柿

田

二

郎

松

井

康

則
（
リ
ス
ク
管
理
部
）

小

島

清

司
（
経
済
部
）

木

下

由

光
（
経
済
部　

資
産
管
理
課
）

渡

邉

雅

康
（
第
三
事
業
所
）

■
選
択
定
年
退
職

水

鳥

正

博
（
経
済
部　

生
活
燃
料
課
）

■
依
願
退
職

伊

藤

政

之
（
営
農
部　

営
農
指
導
課
）

安

藤

朱

音
（
吉
田
方
支
店
）

伊

藤

慎

悟
（
高
豊
支
店　

金
融
渉
外
）

総
務
部　

人
事
課
付

㈱
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
向

（

）

総
務
部　

人
事
課
付

㈱
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
向

（

）

▼
総
務
部　

人
事
課
付

小
清
水
希
依

（
福
岡
支
店
）

▼
総
務
部　

総
務
課

古

井

千

尋

（
経
済
部　

自
動
車
課
）

▼
総
務
部　

人
事
課
付

夏

目

雅

美

（
総
合
企
画
部　

企
画
課
）

▼
大
津
支
店

寺
田
実
可
子

（
高
豊
支
店
）

▼
前
芝
支
店　

渉
外
担
当

三

浦

直

伸

（
東
田
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
総
務
部　

人
事
課
付

鎌

倉

丈

英

（
営
農
部　

畜
産
課
）

▼
中
央
支
店

鈴

木

亜

紀

（
高
師
原
支
店
）

▼
総
務
部　

人
事
課
付

近

藤

彩

那

（
西
支
店
）

▼
高
師
原
支
店　

渉
外
担
当

福

井

通

人

（
高
師
原
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
高
師
原
支
店

若

林

彩

花

（
岩
田
支
店
）	

▼
東
田
支
店　

渉
外
担
当

夏

目

悠

喜

（
い
な
み
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
金
融
部　

融
資
審
査
課

冨

永

和

良

（
北
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
高
豊
支
店

小

林

綾

子

（
第
二
事
業
所
）

▼
総
合
企
画
部　

経
理
課

小
久
保　

航

（
営
農
部　

畜
産
課
）

▼
金
融
部　

融
資
審
査
課

前

田
　

渉

（
岩
田
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
西
支
店

小
野
田
成
貴

（
大
津
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
高
師
原
支
店

鈴
木
梨
恵
子

（
大
津
支
店
）

▼
営
農
部　

青
果
販
売
課

桑

名

勝

大

（
第
五
事
業
所
）

▼
岩
田
支
店　

金
融
渉
外

中

西

雄

大

（
前
芝
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
第
四
事
業
所

黒

田

清

司

（
営
農
部　

青
果
販
売
課
）

▼
高
師
原
支
店　

金
融
渉
外

筒

井
　

毅

（
経
済
部　

農
機
課
）

▼
高
師
原
支
店

鶸

田

雅

哉

（
岩
田
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
西
支
店　

渉
外
担
当

大

羽

勝

大

（
西
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
石
巻
支
店　

渉
外
担
当

岡
本
隆
太
郎

（
石
巻
支
店　

金
融
渉
外
）

▼
西
支
店　

金
融
渉
外

安

達

隆

志

（
中
央
支
店　

金
融
渉
外
）



JA団体傷害保険制度JA団体傷害保険制度
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●示談交渉サービス付きですので、日本国内においてご家族が加害者となる賠償事故の場合に、
　共栄火災の専任スタッフがご家族に代わって示談交渉を行います。
●示談交渉サービス付きですので、日本国内においてご家族が加害者となる賠償事故の場合に、
　共栄火災の専任スタッフがご家族に代わって示談交渉を行います。

日常生活個人賠償責任補償特約付帯交通事故傷害保険

自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償

自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償
自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償

自転車に乗っていて
転倒し、入院した。
自転車に乗っていて
転倒し、入院した。

道路を歩行中に、
車にはねられ死亡した。
道路を歩行中に、

車にはねられ死亡した。

こんなときに
保険金を
お支払いします

こんなときに
保険金を
お支払いします

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

駐車中の車に自転車で
キズを付けてしまった。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

駐車中の車に自転車で
キズを付けてしまった。

ショッピング中にお店の
商品を壊してしまった。
ショッピング中にお店の
商品を壊してしまった。

年間保険料

4,800円
■お支払いいただく保険料は、被保険者ご本人の職業、年齢、
性別にかかわらず、年額4,800円です。
■被保険者ご本人の年齢によるご加入の制限はありません。

●JA自転車倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会
（JA共済連）を保険契約者とし、豊橋農業協同組合
の組合員の皆さまを加入者（被保険者）とするJA団
体傷害保険制度です。
●日常生活における賠償責任と交通事故等によるケガ
を、日本国内・国外を問わず補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

取扱代理店：豊橋農業協同組合 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社
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ＪＡ豊橋 自動車課 自動車整備工場（本店敷地内）　TEL（0532）25-3557　担当：安藤

エンジョイ
カーライフ

みなさん、こんにちは！お車の調子はいかがですか？
この春からカーライフをスタートさせた新米ドライバーのみなさん、そろそろ運転にも慣れましたか？ 安全運転を心掛けるこ

とはもちろん、クルマのメンテナンス（特にオイル交換は重要です！）にも気を配ってくださいね。

車検時における車両状態の厳格化
さて、今回は車検を受ける際の車両状態について、車検の検査方法や審査などを行なう「自動車技術総合機構」が新たに

規定した要件をご紹介します。
今年の２月より「エンジンの作動中において、次に掲げ

る警告灯が継続して点灯または点滅している自動車の審
査を行わない」としました。これを受け、私たちの整備工場
においても同様の基準で車検を行うものとします。

このように審査基準を厳格化することになった背景とし
て、これらの警告灯が安全性に関する重大な故障を抱え
ている可能性を否定できないことや、安全運転に対する社
会的気運の高まりが大きく影響したと言われています。

こうして、今まで曖昧にされていた部分が明確になり、「警告灯が点いているけど、特に調子は悪くないから大丈夫だろう」と
いった安易な考えはしなくなるのではないでしょうか。車検に通らないから修理するということではなく、安全運転義務を課され
ているドライバーとしての責任であるということを認識しなければなりません。

みなさんのお車は大丈夫ですか？警告灯に限らず、「ブレーキの感じがいつもと違う気が･･･」といったような違和感を覚えた
ら、下記までお気軽にご相談ください。

JA豊橋 自動車課 知っ●得 情報
4月の

ABS

（例） （例）

① 前方のエアバッグ

③ ブレーキ ⑤ 原動機④ A B S

② 側方のエアバッグ
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川
5
番
地

豊
橋  
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合
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行

JA

●
右
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
左
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う

部
分
が
5
か
所
あ
り
ま
す
。間
違
っ
て
い
る

部
分
を
下
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

■官製ハガキに下記の要領で送ってください。（5月8日必着）『豊橋産　旬の農産物』

※応募ハガキに記入されました住所・氏名などは、賞品の発送以外の目的に使用する
　ことはありません。また、ご本人様の承諾なしに第三者へ提供することはありません。

ま
ち
が
い
さ
が
し

ま
ち
が
い
さ
が
し

ま
ち
が
い
さ
が
し

応募方法今月の賞品

正解者の中から抽選で
3名の方にプレゼント!!

イメージ写真

桜の木の枝振りが小さい
小鳥の尾が下がっている
手の形が違う
犬の鼻の大きさが違う
ペットボトルの中の量が違う

3…
5…
7…
9…
12…

（違っている部分）

※発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
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◉
菰
口
町
……
…
…
…
…
…

女
性　

Ｂ
Ｓ

柿
の
種
：
マ
ス
ク
依
存
症
。お
も
し
ろ

い
？
な
る
ほ
ど
？
心
に
残
っ
た
記
事
で

し
た
。

☆
い
つ
も
何
を
書
こ
う
か
悩
ん
で
い
ま
す
。

心
に
残
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
き
悩
ん

で
書
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
宮
下
町
…
…
…
…
…
…

女
性　

Ｔ
Ｆ

み
の
り
が
届
け
ら
れ
る
の
が
、と
て
も

早
く
感
じ
ま
す
。定
期
便
な
の
で「
あ
、1

ヶ
月
過
ぎ
た
ん
だ
…
」
と
時
の
流
れ
を
知

り
ま
す
。す
ぐ
に
読
ん
で
ま
す
。

☆
私
も
1
ヶ
月
が
早
く
感
じ
ま
す「
あ
、早

く
み
の
り
の
原
稿
書
か
な
く
ち
ゃ
…
」

◉
浜
松
市
…
…
…
…
…
…

女
性　

Ｋ
Ｍ

エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ー
ラ
イ
フ
を
読
み
、整
備

士
さ
ん
も
色
々
な
事
を
想
定
し
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。パ
ン
ク
を
し
た
ら
、ど

う
い
う
対
応
を
し
た
ら
い
い
か
自
分
の
事

を
ふ
り
返
る
い
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
た
め
に
な
る
情
報
の
発
信
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
ざ
と
い

う
時
の
為
に
、ご
利
用
さ
れ
て
い
る
整

備
工
場
や
ご
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
会

社
の
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
控
え
て
お
く

と
更
に
安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
安
藤
）

◉
西
高
師
町
…
…
…
…
…

女
性　

Ｋ
Ｓ

み
ど
り
色
の
J
A
豊
橋
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
の
使
い
方
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。食
彩
村

で
は
、ど
う
し
て
使
え
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
食
彩
村
は
J
A
と
関
連
は
な
い
ん
で

す
か
？

☆
市
内
の
産
直
プ
ラ
ザ
や
J
A
-S
S
、各

種
J
A
事
業
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。食
彩
村
は

J
A
豊
橋
独
自
の
事
業
で
は
な
く
J
A

愛
知
み
な
み
と
の
共
同
事
業
な
の
で
独

自
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
な
り
ま
す
。

（
彦
坂
）



夫・徳次郎の名を入れた糸徳の看板を皆に見せる「小淵しち」（東日新聞提供）　

「玉繭の中の二人」

時を超えて語り継ぐ【玉糸の祖 小淵しちの生涯】

明治から昭和にかけて、東三河の産業は養蚕と製糸業が繁栄を
きわめ、その中心地である豊橋は「糸の町」と呼ばれました。その製
糸業の発展の一翼を担ったのが、玉糸の祖と呼ばれる女性起業家
「小淵しち」です。
小淵しちは、明治12年、わけあって夫の徳次郎と二川宿に宿泊

しました。そこで、地元の若者から熱心に「糸引きを教えてほしい」と
懇願され、上州で幼い頃から母親について学んだ生糸の座繰りの
技を惜しげもなく披露したのです。
その後、夫婦は二川を自分たちの居場所と決め、製糸場を作り、

たくさんの女工に製糸技術を伝えました。その努力の中から生まれ
たのが、全国で８割のシェアを誇り、戦前の生糸輸出にも大きく貢献
した「玉糸」です。
玉糸は、玉繭と呼ばれたくず繭から取られた糸です。その玉繭

は、雌雄の２匹の蚕が作る特殊な繭で、それまでの技術では糸にす
ることができないものでした。玉糸製糸の実現は、まさにしちの高い
技術と不断の努力によって成し遂げられたのです。
その成功の裏には、しちの心の内に潜む深い苦悩と葛藤が隠さ
れています。しかし、しちは罪に問われ獄死した夫、徳次郎の遺した
言葉に励まされながら試行錯誤の末、玉繭から糸を引く技術を確
立し、みごと事業化に成功したのでした。

現代に生きる私たちは、困難から決して逃げず、果敢に新しい技
術に挑戦した彼女のパイオニア精神から多くのことを学べるのでは
ないでしょうか。
東三河の演劇人が総力を挙げて取り組む「ひとすじの糸」。ＪＡ豊

橋組合員の皆様には、ぜひ新しい「穂の国とよはし芸術劇場プラッ
ト」にお越しいただき、ご観覧くださいますようご案内を申し上げます。
〈チケット問合せ〉カットハウス「孫太朗」090-3852-6930

〈と　き〉 6月24日㈯、25日㈰ 各日11時、16時開演
〈ところ〉 穂の国とよはし芸術劇場PLAT 主ホール

市民劇 ひとすじの糸 第2回公演
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市役所環境部より
「農業から出るごみ」の適正処理について

刈った草や剪定枝、 農業用ビニールなど、 農作業から出
るごみは、 事業活動に伴って発生したごみに該当するため、
家庭ごみ専用のごみステーションに出すことはできません。 下
記に従って適正に処理してください。なお、 野焼きは禁止さ
れています。
・草・枝類、 野菜くず（事業系一般廃棄物）

⇒民間の一般廃棄物処理業者へ依頼、または※資源化セ
ンターへ自己搬入

※事前に市役所廃棄物対策課（西館5階）で投入許可を取
得してください。なお、 事業系一般廃棄物のうち、 生ご
み（野菜くずなど）は今年の8月からバイオマス利活用セ
ンターでも受け入れる予定です。投入料金は50円／10㎏

（資源化センターの半額）です。 ぜひご活用ください。
・農業用ビニール、 農機具類（産業廃棄物）

⇒民間の産業廃棄物処理業者へ依頼
※詳しくは、豊橋市のホームページ（http://www.city.

toyohashi.lg.jp/14842.htm）をご覧ください。
問合先◦豊橋市役所環境部廃棄物対策課

TEL 0532-51-2410  FAX 0532-56-0566

営農資材課より
平成29年度上期土壌消毒剤空缶プレス機
設置スケジュール

事業所 日程（処理時間／9：00〜16：00）

第一事業所
6月23日㈮～ 7月12日㈬
10月27日㈮～11月15日㈬

第二事業所
7月14日㈮～ 8月 2日㈬
11月17日㈮～12月 6日㈬

第三事業所
8月 4日㈮～ 8月23日㈬
12月 8日㈮～ 1月10日㈬

第四事業所
4月21日㈮～ 5月10日㈬
8月25日㈮～ 9月13日㈬

第五事業所
5月12日㈮～ 5月31日㈬
9月15日㈮～10月 4日㈬

第六事業所
6月 2日㈮～ 6月21日㈬
10月 6日㈮～10月25日㈬

（平成29年4月21日～平成30年1月10日）



I n f o r m a t i o n
【 お 知 ら せ 】
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平成29年3月29日㈬午後1時30分より本店3階第
一研修室で開かれた。

決 議 事 項

1 ）平成29年度事業計画（案）について
2 ）平成28年度決算処理方針について（案）
3 ）学経理事・監事、女性理事及び員外監事候補

者の推薦について
4 ）この組合の全域を地区とする役員推薦委員の

選出について
5 ）平成29年度内部監査計画について
6 ）資産自己査定規程の一部変更について
7 ）平成29年度の余裕金運用方針について
8 ）平成29年度の固定金利貸出にかかる金利ス

ワップ利用方針について
9 ）理事に対する利益相反取引について
10）JA豊橋　産直プラザ・グリーンセンターの

将来方向について

原案通り承認されました

理事会だより
JA年金相談会開催

年金のことならお気軽にご相談ください
開催日時◦5月26日㈮　10：00～16：00
会　　場◦大津支店
問 合 先◦☎23-1351

相談を希望される方は、 事前に各支店にご連絡ください。

JAバンクをご利用のお客さまへ
ATMなどのサービスを

休止させていただきます。
いつもJAバンクをご利用いただきありがとうござ

います。
JAバンクの全国統一電算システムの更改にともな

い、誠に勝手ながらATM・JAネットバンク等のサー
ビスを休止させていただきます。

ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を賜
りますようお願い申しあげます。 

休止日 ：平成29年5月4日(木・祝)
平成29年5月20日(日)

※現金のお引き出しはお早めに
休止期間中は現金のお引き出しができませんので、あらかじめ現金

をお引き出しいただく等のご準備をお願い申しあげます。

《 募集要領 》
募集人員◦若干名
対 象 者◦大学・短大・専門学校を卒業見込の方または卒業

した方（20～25歳位まで）
職　　種◦総合職（事務職、業務職）
応募方法◦応募書類一式を期限までに下記提出先へ郵送

または持参してください。
　　　　　なお、応募書類の返却はいたしません。
提出書類◦①履歴書（当JA指定様式） ②学業成績証明書
　　　　　③卒業見込証明書 ④健康診断書
提出期限◦平成29年5月26日㈮必着
提 出 先◦〒441-8124　豊橋市野依町字西川5番地

（問合先） 豊橋農業協同組合　人事課　宛
 TEL0532-25-4376

《 事業説明会 》
日　　時◦平成29年5月17日㈬　AM10：00（第1回）
　　　　　　　　　　　　　　　　PM１：30（第2回）
場　　所◦豊橋農業協同組合　中央支店　２階会議室
参加方法◦参加希望者は5月10日㈬までに、当JAホームページよ

りお申込ください。なお、駐車場に限りがありますので、
公共交通機関をご利用ください。

《 試験スケジュール 》
書類審査◦６月上旬
筆記試験◦６月中旬　（基礎能力、適性、作文）
面接試験◦７月上旬
内定通知◦７月中旬

《 勤務条件 》
初 任 給◦大学卒  194,000円　短大卒  174,700円
昇　　給◦年１回　
賞　　与◦年２回　このほか事業成績により期末手当を支給

する場合あり
通 勤 費◦当組合規定により支給
就業時間◦午前８時30分～午後５時30分
休　　日◦土曜、日曜、祝祭日、夏季特別休暇、年末年始特

別休暇（※なお、勤務時間・休日は部署、業種によ
り異なります）

有給休暇◦10日（初年度）　最高20日
福利厚生◦厚生年金、健康保険、労働保険加入、健康診断実

施、事務服貸与、職員サークル活動、慰安旅行（隔
年）実施

【個人情報の利用について】 
提出いただきました履歴書および提出書類等は、採用選考およ
び職員管理以外の目的には使用いたしません。

平成30年度新採用職員募集

※内容は
　同じです。



西・前芝支部

ふれあい友の会 親睦旅行

楽しく愉快な道中日記楽しく愉快な道中日記

「万座温泉と
古布施・善光寺の旅」
平成29年3月7日㈫～8日㈬

3月の長野はまだ寒く、雪が舞うな
かの旅行でした。
標高1,800ｍにある万座温泉の露天

風呂から見た雪景色は日頃の疲れを
忘れさせるような最高の景色でした。

善光寺の門を
見上げる参加者▶

広報みのり Vol.240◦2017年4月15日発行◦編集／総務部組合員課広報係◦http://www.ja-toyohashi.com
〒441-8124　愛知県豊橋市野依町字西川5／TEL［０５３２］25-4105◦印刷／共和印刷株式会社
◦バックナンバーは、ホームページでもご覧になれます。

ゴールデンウィークATM稼働予定
4月2９日㈯ 4月₃０日㈰ 5月1日㈪ 5月2日㈫ 5月3日㈬ 5月4日㈭ 5月5日㈮ 5月6日㈯

二川・高師原・福岡・中央・
豊橋駅前・ピアゴ大清水・西
吉田方・石巻・東田・岩田

● ● ● ● ●
シ
ス
テ
ム
停
止
日

● ●

いなみ・高豊・大津・磯辺・
前芝 × × ● ● × × ●

杉山・津田・大村・北 × × ● ● × × ×

ＪＡ-SS ゴールデンウィーク営業案内
給油所名 4月2₈日㈮ 4月2９日㈯ 4月₃０日㈰ 5月1日㈪ 5月2日㈫ 5月3日㈬ 5月4日㈭ 5月5日㈮ 5月6日㈯

高 根 S S × ● × × ● × ● × ●
豊 南 S S ● × ● ● × ● × ● ●
大 崎 S S ● ● × ● ● ● × × ●
野 依 S S ● × ● ● ● × ● ● ●
牟 呂 S S ● ● × ● ● ● × × ●
大 村 S S ● × × ● ● × × ● ●
Jセルフいなみ 無休　ＡＭ７：００～ＰＭ９：００
Jセルフ前芝 無休　ＡＭ７：００～ＰＭ９：００
Jセルフ石巻 無休　ＡＭ７：００～ＰＭ９：００
Jセルフ神野新田 無休　24時間営業

●：営業　×：休業


